
まず最初にアーキ・プロジェクトを知ったきっかけを教えてください。

もう5年ぐらい前にリビング新聞に折り込まれていた記事を見たのが最初ですね。

社長の写真とコンセプトが書いてあって、その時に「ここやったら話が通じるかもしれない！」って
思ったんです。
当時はハウスメーカーの何社かから見積りも取っていた時期で、「いや、こういうんじゃない。私
たちが造りたい家づくりの過程とは違う」っていう想いがあったんですけど、その辺りの事が書か
れていたんです。
例えば、ハウスメーカーの営業さんは契約までの段階で、時間を構わず家に来るんですよ。
晩の9時とか。それで、来たら「契約取るまで帰らんぞ」みたいなところもありましたし。

見積りも上がって図面も上がってきたら、「よしっ！て言ってもらわないと帰らないぞ」みたいな。
そのあたりの状況になったら、玄関先ではなくて居間に上がっていただいていますからね。
その時に、「帰らないぞ」っていう雰囲気があったり、帰ったと思ったら次は上司を連れてきたり。
「全てあなたの思うままに」って言うんだけど、結局コンセント1つ付けるだけで2,000円アップだっ

たりとか。ここを削ってここに付けるんだったら、プラマイゼロって思うんだけど、そうはならない。
「じゃあ、思うままじゃないじゃない？」っていう事ですよね。
実は思うままには出来ないと？

そうそうそう。
私たちは、「家族がどう在りたいか？」っていう事が家造りの第一歩だった。
間取りも全て、「今後、家族がどんな風に暮らしていって、どんな風にコミュニケーションを取って
いくか？」「それぞれの生き方をどんな風に尊重して家をつくっていくか？」という事がスタート
だったのに、「何畳の部屋がいりますか？」「子供部屋は何畳にしますか？」「子供部屋はいくつ
いりますか？」「寝室はいりますか？」「書斎はいりますか？」っていうところから始まるんですよ。
だから、すれ違うんです。
私たちは進化する家が欲しかった。
その時々の世代というか、子供たちが大きくなったり、私たちが年老いた時には、「こんな風に手
が入れられる家にしたい」とか。
そういう事を、「オープンの中でもそれぞれのプライベートが尊重出来るような間取り」と投げかけ
ると、「それじゃあ、家を仕切らなくっちゃ」って言われる。
「そうじゃないんですよ」っていうような感じで、話が噛み合わないんですよ。
上司さんとも噛み合わないし、ある会社の上司さんが来た時には、もう「YESと言わないと帰らな

いぞ」くらいの雰囲気でしたよね。
多分ね、みんなその雰囲気に負けて、『じゃあ、お願いします』ってなるんだろうなというのは感じ
ました。家づくりが進む間、ずっと、「違うな、違うな」、と思いながら、結局家が完成しちゃって
ローン抱えるっていうパターンですよね。
なるほど。そんな時にアーキさんの記事を見られたわけですね。

うちはアトピっ子もいたので、自然素材にしようと思っていましたしね。ハウスメーカーの素材が
自然素材じゃないのは分かりましたから。
それでアーキさんの記事を見てまずはアーキを調べました。
すると頭脳化センターに入っているという事が分かった。
頭脳化センターに入ってる企業はとりあえずマルだという話は聞いてましたから「ある程度信頼
出来るかな」と。
でも、信頼はしきれなかったので、次に若松食品を見に行きました。
すると、若松食品はコープに無添加のすし飯を卸しているという事が分かったんです。
それで、コープに行ってすし飯を見たら、いつも食べてやつだった。
「これは確かやな」という事で、記事に案内が載っていた電話相談をしてみたんです。
電話相談をしたきっかけというのはすし飯だけだったのですか？

あとは、若松食品を見に行ったときに若松さんの家を見て、あれは多分ハウスメーカーの家だと
思うんですけど、「多分この人、家づくりに失敗したんやろうな」と思ったんです。
そういう人って強いから。「1回失敗したら次は失敗せんでおこう」と思いますもんね。

電話して「自然素材の家を作りたいんですけど、ハウスメーカーさんはこんな感じで違うんですけ
ど」って言ったら、「それはそうでしょう」みたいな話になって。
どんなにいい業者さんでも、やっぱり利益が絡んでいるから、「ある程度は金額が掛かるだろう
な」という部分や、「ま、これはどうしても仕方がないな」という部分もあるのも分かる。
だから、そういうことも踏まえて業者さんと色々と折衝していくための「見極める力が欲しいんで
す」と話したら、「じゃあ、事務所に来ませんか？」っていう話になったんですね。
それで事務所に行かれたのですか？

はい。それで事務所に行ったんですけど、すし飯の話と、無垢の木の話をしただけ。
「すし飯にはどうして味の素を使わないんですか？」って。
「使わないでも旨みが出てますよね」って聞いたら、「昆布でちゃんとダシを取ってる」と。
「自信を持ってます」と言っていたから、「あぁ、なるほど、なるほど」と。
あとは事務所のテーブルが無垢の木のテーブルだったんです。
節もいっぱいあって穴も空いていて、「これ死に節ですよね」みたいな話から始まって「家を建て
る時の木に死に節があった時にはどうします？」と聞いたら、「いい大工さんだったら、また別の
木の端切れで、死に節と同じ大きさのチップを作って、そこを丁寧に埋めていくんや」と。
「そういう大工さんは滅多におらんのやけど、やっぱそこまでしてもらんとあかん」という話になっ
たんです。
「じゃあ、そういう大工さん探せばいいのね」って事になるんですけど、探し方が分からない。
「若松さん、どうやって探すんです？」って聞いたら、「じゃあ、うちで大工さんを呼んで座談会を
するから来ませんか？」という話になったんです。
それで座談会に参加されたのですか？

はい。
その時は大きなテーブルに10人ぐらい。家を建てたいっていう人が私を含めて2～3人。

あとは設計士さんと大工さんと、左官さんと材木屋さんがいたんです。
私たち施主はほとんど喋らないで、設計さんとか左官屋さんとかが、家づくりの想いをワァワァ議
論なさってるのを「ふんふん」って聞いていました。
何人か居るので、話し振りとか態度を見て、「合わんな、この人は」と思ったり、「この人はえぇな」
と思ったり。
品定めではないですけど、1時間半ぐらい自由に議論されるわけですから技術がどうかより、話

し振りや人柄が分かりますよね。その日はそれで終わりました。
その後、どのように設計士さんが決まったのですか？

その後、「アーキ以外でも出会いがあるかもしれない」と思って、何人かの設計士さんに会いまし
たけど、鉄筋が専門の人だったり、「家は私の作品」みたいな感じの人だったり。
その間にも若松さんからはメールを頂いていて、そういう設計士さんの話やハウスメーカーの話
をしていたら、「設計士さんを紹介しましょうか？」という話になったんです。
それで若松さんが連れて来られた方が、座談会のときに「この人に家を建ててもらうのかもしれ
ないな」と思った人だった。
その後、実際に図面を書いてもらってのを見て、「あっ、いけるかな」と思いました。
「私たちがこういう風に喋った事がこんな形になるんや」っていうような間取りでしたから。
「ここはどうなるの？」って聞いても、丁寧に答えてくださって。
「こういう風にすれば質が落ちずにコストが下がる」とかね。
それでその方にお願いすることに決めました。
なるほど。その後、大工さんはどのように決まったのですか？

その後また若松さんが大工さんを紹介してくださって。
私も何人か無垢の木の家を造られる大工さんを知っていたんですけど、若松さんが私の家から
近くて、それとやっぱり付き合いが長くなるからある程度若い方という条件で連れて来られた大
工さんが、座談会で隣に座っていた大工さん。
座談会の時にも個人的に話をしてたので、「あ、何かフィーリング合うなぁ」みたいな感じ。
それでその方に決めました。
その設計さんと大工さんは一緒に仕事をするのが初めてだったそうなんですけど、うちですごくう
まく行って、ずっとあの後コンビで仕事をされています。
実際に建った家はどのような感じなのですか？

実際、これまでに見たことの無いような間取りの家でしたから、使い勝手のところで完璧じゃない
ところもあります。でも、進化出来る家だから、「そのうち工夫していったらいいじゃない」と思って
いますね。
あとは、すごく丁寧な仕事をしてもらってます。
もう4年経つんですけど、板と板の間が背かないんですよ。

戸も歪まない。
階段下に引き出しを造ってくれたりもして。
細々したところで、「1つ1つ丁寧に心を込めて造ってくれるんやなぁ」というのがすごくよく分かり

ます。
実は、うちの家が建っているのは、16件ぐらいの新興の分譲地なんですよ。

だから同じように建て始めて、隣の家が3ヶ月で建ったりしていました。

ツーバイフォーの家でしたけど、屋根が付く前の時に大雨でザァザァ水が流れていたのを、乾か
す間もなく屋根を葺いていたり。
そういうのをわが家が建っていく横でずーっと見てるわけで、うちは建つまでに8ヶ月かかりました

けど、うちの大工さんがとっても丁寧だったというのは、すごくよく分かりました。
壁もきっちり乾かしてくれたし。
なるほど。その他にも家造りで印象に残っていることはあるのですか？

伐採ツアーといって、実際に私たちの家に使われる木がこんな風に生えていて、ここからこんな
風に来たっていうのも、工程の中で実際に山に行って一緒に見せてもらいました。
木がどんな風に生えていて、それをどんな風に切って、それがどんな風に運ばれて、どんな風に
乾燥させられてというのを、うちの小学生の息子はずっと見てましたね。
左官さんに協力してもらって、土壁の一部を息子が塗ったりもしましたし、竹酢を使って土台の消
毒をするのもみんなでやりました。
なるほど。その家造りの中でアーキさんというのはどんな存在だったのですか？

出会いの場を設定してくれた「仲人さんのような存在かなぁ」っていうのが1つと。

後は、ハウスメーカーで家を建てたお友達と話しても噛み合わないし、ハウスメーカーさんと話し
ても噛み合わなかったので、「私の考えてる事はヘンなんかな？」と思っていたのが、アーキさん
を通して自分の中で確かなものになっていったという面がありますね。
なるほど。本日は貴重なお話をありがとうございました。

契約までの段階で、時間を構わず家に来るハウスメーカーの営業。


「契約取るまで帰らんぞ」という姿勢と、料金の出し方に疑問を持っていたというＨさん。


アトピーのお子さんのこともあって、自然素材の家は譲れなかったというＨさんが、「家族がどう


在りたいか？」を第1歩に考えた「進化する家」を手にされるまでの経緯をお聞かせ頂きました。











